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 兵庫教育大学地理学研究室の研究報告第 18 号を発行することができました。大学院学生
の 2 人と学部学生の 3 人です。趙銀淑さんは中国吉林省出身の朝鮮族，紅蘭さんは中国内
モンゴル自治区出身のモンゴル族です。修士論文とこの研究報告をはじめとして，彼女ら
にとっては外国語である日本語で，しっかりした成果を残してくれました。若い時期の数
年間に地理学研究室で学んだ研究の内容や方法，勉強のしかたや社会生活上の良識を経験
値として，修了後の活躍が期待されます。 
 学部学生のうち，兵頭千絵さんは来 4 月から横浜市の小学校教員，大西智史くんは兵庫
県の小学校教員の予定です。安藤光紀くんは阪神地域で臨時教員をしながら，7 月の教員
採用試験に臨みます。皆さん，大学の 4 年間で，頗るヒットポイントを高めることができ
ました。卒業後，それぞれのライフステージに進み，とりわけ地理学研究室で過ごした 2
年間を誇りとして，自己実現を目刺してほしいものです。 
 大変悲しいお知らせがあります。白井義彦先生が 2012 年 9 月 18 日(火)深夜お亡くなり
になりました。地理学研究室はもとより，本学社会系の創設者であり，大学全体のファウ
ンダーのお一人でもあります。平成 23 年春の叙勲により瑞宝中綬章を受章され，2011 年
11 月 10 日(木)には，ホームカミングディスタイルの名誉教授の会で，元気なお姿に接し
たばかりでした。白井義彦先生への感謝と尊敬は聊かも変わりないことをあらためて念じ
ながら，先生のご帰幽に接し，心からお悔やみ申しあげ，御霊の安らかに鎮まり給うこと
をお祈り申しあげたいと思います。 
 誠に嬉しいお知らせがあります。成瀬敏郎先生が 2012 年 8 月 21 日(火) ，「風成堆積物
の体系的研究と第四紀古気候への貢献」により「2012 年度日本第四紀学会学術賞」を受賞
されました。人類が活動を始めた 260 万年前以降，現在までの第四紀において，氷河末端
や砂漠から舞い上がった細粒な風成塵が当時の強い風にのって世界各地に運ばれ，地表に
堆積して土壌の母材になっただけでなく，風成塵が気候変動や古風系復元の指標になるこ
とや，風成塵が気候変動の引き金になる可能性を秘めていることなどを明らかにされてこ
られました。成瀬敏郎先生の自然・環境・人類の研究に対する，長年にわたる多大な貢献
にあらためて敬意を表しつつ，心からお喜び，お祝い申しあげたいと思います。 
 地理学研究室のこれからを期し，大学院修了生，学部卒業生の皆様のご健勝をお祈り申
しあげます。 
 
